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概要
表現や内容に関する複数の制約を満たした広告文

の人手による作成は、多くの時間を要する。そのた
め、あらかじめテンプレートを作成しておき、商材
ごとに当てはめることで、似た商材に対する広告生
成を効率的に行う広告配信手法がしばしば採用さ
れる。しかし、テンプレートを用いた手法では、広
告文が似た表現となるため、多様性低下が問題とな
る。そのため、多様なテンプレートを作成すること
で、表現の多様性を向上させることが重要である。
本研究では、大規模言語モデルを用いて既存の広告
テンプレートを拡張する手法、AdTExを提案する。
実験結果より、本手法では内容の整合性や類似性、
広告配信に向けた形式の遵守に関してさらなる向上
が必要となる一方で、文字数制限を満たしつつ、表
層的多様性を向上させたテンプレート拡張が可能で
あることがわかった。

1 はじめに
広告配信プラットフォームの発展により、オンラ

イン広告はデジタルマーケティングにおける中核的
な役割をなしている。中でも検索型連動広告は、検
索キーワードと関連した広告が表示される [1]ため、
広告主は宣伝対象の商品と関連性を持ち、訴求力の
高い広告文を作成する必要がある。さらに、文字数
制限や構文的制約、内容の類似性といった条件を満
たす必要があり、人手による作成は時間を要する。
この課題に対処するため、広告テキスト生成

(ATG)の研究が広く行われてきた。先行研究では、
テンプレートベースの手法 [2, 3] や文書から重要
情報を抽出する手法 [4, 5]、要約生成や文書書き換
えとして定式化した手法 [6]が提案され、大規模言
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図 1 検索連動型広告におけるテンプレート作成プロセ
スの自動化:検索連動型広告では検索キーワードとの関連
性が高い広告見出しと説明文が表示される。LLMにより
制約を守った多様なテンプレートを効率的に作成できる。

語モデル (LLM)を含む自然言語生成 (NLG)技術が
ATGに適用されている [7, 8, 9]。

LLMは高い生成能力を有する一方で、文字数制
限を満たせない場合があり [10]、制御性の低さが指
摘されている。広告以外の分野では制御性の問題
に対し、テンプレートベースの手法が検討されて
いる [11]。しかし、広告分野におけるテンプレート
ベースの手法では、人手による作成に多くの時間を
要するうえ、自動生成においても、事前に定義され
た構造や語彙的制約の影響により、表現の多様性が
制限されやすい。類似した広告文が繰り返し表示さ
れた時に、広告に対して否定的な印象を抱く広告疲
労 [12]が生じる。そのため、広告への関心を維持す
る観点から、多様性の確保が重要となる。
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図 1に示すように、本研究では、多様な広告テン
プレートの作成を促進するために、テンプレート拡
張フレームワーク AdTExを提案する。NLGにおけ
る多様性は、表層的多様性と意味的多様性に大別さ
れるが [1]、広告分野では表層的多様性が注目され
ている [13]。しかし、表層的多様性のみを追求した
テンプレートでは、内容の一貫しない広告を繰り返
し作成することにつながる。そのため、AdTExでは
表層的多様性の向上を目指しつつ、広告内容の類似
性および広告配信上の形式的制約を維持することを
目的とする。
実験の結果、AdTExは内容の類似性が低下する一

方で、高い表層的多様性を達成することを示した。
広告分野の専門家による評価においては、広告文と
してのほかの指標と比べ、内容の整合性が最も低い
評価を受けた一方で、生成されたテンプレートが概
ね文法的に正しく、内容的にも妥当であると評価さ
れた。そのため、提案手法により、内容の整合性や
類似性、広告配信に向けた形式の遵守に関してさら
なる改善が必要である一方で、文字数制限を満たし
つつ、表層的多様性を向上させたテンプレート拡張
が可能であることが示された。

2 検索連動型広告
検索連動型広告では、検索エンジンに入力された

キーワードに関連する広告見出しや説明文が検索結
果の一部として表示される。検索連動型広告の中で
も、レスポンシブ検索広告1）は、ユーザの検索キー
ワードに最も関連した広告見出しや説明文が広告配
信時に自動的に組み合わされる。そのため、広告主
は複数の広告見出しおよび説明文を事前に登録する
必要がある。
事前に登録する広告見出しには、キーワード挿入

機能2）を利用することができ、1つの広告見出しか
ら、検索キーワードに対応した複数の広告を表示で
きる。キーワード挿入機能を用いた広告見出しは、
検索キーワードにより変化しない固定された部分を
もち、広告見出しのテンプレートとして機能する。
似た広告見出しが繰り返し表示されることを防ぐた
めに、広告見出しのテンプレートの多様性が重要と
なる。テンプレートが類似している場合、検索キー
ワードが異なっていても似た広告見出しが繰り返

1） https://support.google.com/google-ads/answer/

7684791?hl=jp

2） https://support.google.com/google-ads/answer/

2454041?hl=ja

し表示されるため、テンプレートの多様性が重要と
なる。
広告見出しの自動生成手法は、これまでにも提案
されている [14, 8]が、既存手法ではテンプレートの
多様性を明示的に考慮していない。

3 提案手法
本研究では、広告配信の制約を満たしながらテン
プレートの多様性を高めるために、LLMを利用し
たフレームワーク AdTExを提案する。まず、テン
プレート拡張の基盤となる広告データを収集し、各
業界ごとに分類した。さらに、業界ごとに広告をい
くつかのグループに分け、それぞれのグループにテ
ンプレートを割り当てた。そして、既存のテンプ
レートを出力の例として用い、いくつかの広告から
共通部分を抽出することで、テンプレートの拡張を
行った。
広告データ収集と業界分類 収集した広告データ
に対して前処理を行い、重複データおよび省略記号
(. . . ) で終わるものを除去した。キーワード挿入機
能で用いられる波括弧 {} を含むものをテンプレー
ト、含まないものを広告見出しとした。これらの処
理の結果、151,103件のテンプレートと 12,076件の
広告見出しを得た。さらに、テンプレートおよび広
告見出しに対して、26 の IAB カテゴリ3）に基づく
業界ラベルを付与した。分類の詳細については、付
録 Aに記載する。
広告データのグループ化とテンプレートの割り
当て 共通部分の抽出を行うために、表層的な類
似度に基づいて各業界内の広告見出しをまとめた。
Pairwise-BLEU (pBLEU) [15] を算出し、相互に高い
類似度を示す 5つの広告見出しを、1つのグループ
とした。すべての広告見出しとテンプレートの組み
合わせに対して BLEU[16]を計算し、各グループ内
における平均が最大となるテンプレートを割り当て
た。広告見出し間の pBLEU、および広告見出しと
テンプレート間の BLEUの算出には、4-gram BLEU
を用いた。この結果、合計 132,863グループを得た。
テンプレート拡張 本研究では、CAMERA [17]お
よび CAMERA3 [10]に倣い、生成結果が満たすべき
制約をあらかじめ定義した。その上で、共通部分を
抽出するための広告見出しと、出力形式を示すため
のテンプレートを入力として与え、広告見出しの生
成を行った。テンプレート拡張に用いたプロンプト

3） https://www.iab.com/
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の詳細については、付録 Bに記載する

4 実験設定
評価指標 AdTExの有効性を検証するため、自動

評価および人手評価を実施した。自動評価では、元
データに対する増加率、多様性、広告配信上の制約
の遵守率の三つの観点から評価を行い、人手評価で
はテンプレートとしての品質を評価した。増加率
(AUG)では、元のデータと比較して、テンプレート
の数がどの程度増加したかを評価する。多様性の評
価には、pBLEU および pBLEURT [18] を用い、そ
れぞれ表層的な多様性と意味的な多様性を評価し
た4）。さらに、広告配信における制約に対する評価
として、文字数制限の遵守率 (REG) [17] と、キー
ワード挿入形式への制限の遵守率 (KREG)を導入し
た。KREGは、広告配信において求められるテンプ
レート形式を満たしている割合を表し、REGは広告
見出しの文字数制限 (15文字以内)を満たしている
割合を示す。pBLEURTおよび REGの評価では、生
成されたテンプレートから作成した広告見出しを対
象として評価を行った。自動評価におけるベースラ
インとしては、各評価指標について元のテンプレー
トに対するスコアを採用した。
テンプレートとして適切であると判断した

2,619 件のテンプレートに対して、人手評価を実
施した。文法的正確さ (Lexicality)、内容の整合性
(Naturalness)、およびテンプレートとしての妥当性
(Rationality)の 3つの基準に基づき、生成結果を広
告分野の専門家が評価した。収集したデータはすで
に広告配信されているため、人手評価の 3つの基準
すべてのベースラインは 100%を用いた。
評価に使用した LLM 本研究では、Llama-3-

ELYZA-JP-8B [20]、Llama-2-ELYZA-JP-7B および、
13B [21, 22]、CALM3-22B [23]、CALM2-7B5）、Gemini-
2.0-Flash [24]、GPT-4o-mini [25] の計 7 種類の LLM
を用いて AdTExの評価を行った。各 LLMの詳細な
設定については、付録 Cで報告している。

5 実験結果
表 1 は全体の結果を示す。自動評価において、

AUGは全ての業界で評価した一方、その他の指標
では各モデルが 100件以上のテンプレートを生成し
た 12業界に限定して評価した。

4） 本研究における BLEU および BLEURT の計算には、
mbrs [19]ライブラリを使用した。

5） https://huggingface.co/cyberagent/calm2-7b

自動評価 表 1 中の AUG の結果に着目すると、
すべてのモデルで 100以上のスコアとなっており、
元データよりも多くのテンプレートを生成できて
いる。この結果は、AdTEx によりテンプレートを
拡張できる一方で、拡張度合いにはモデル間で差
があることを示している。表 1中の pBLEUおよび
pBLEURTの結果に着目すると、いずれの指標にお
いてもベースラインより低い値を示している。この
結果から、AdTExは表層的多様性を向上させる一方
で、内容の類似性を低下させる傾向であることが示
唆される。表 1中の REGおよび KREGの結果に着
目すると、REGではほとんどのモデルにおいて半数
以上の生成結果が文字数制限を守る一方で、すべて
のモデルにおいて KREGは半数以上が制約を遵守し
ていない。この結果から、AdTExは文字数制約を満
たす生成は比較的容易である一方、形式的制約を満
たした生成は困難であることが示唆される。
人手評価 表 1に示す人手評価の結果を見ると、
半数以上のモデルにおいて、生成されたテンプ
レートのうち Naturalnessで適格と評価された割合は
約 60%にとどまっている一方で、Lexicality および
Rationalityでは、適格と評価された割合が 80%以上
となっている。この結果は、広告文としての内容の
整合性には改善の余地が残るものの、生成されたテ
ンプレートが概ね文法的に正しく、内容的にも妥当
であることを示唆している。

6 分析
テンプレートの種類による制約遵守率への影響の
分析 収集されたテンプレートの多くが KREGを満
たしていなかったため、KREGを満たすテンプレー
トを理想的なテンプレートとし、テンプレートの種
類が制約遵守率に与える影響を分析する。表 2は、
2種類のテンプレートをそれぞれ用いた場合におけ
る、2つの制約遵守率の結果を示している。表 2の
KREGの結果に着目すると、理想的なテンプレート
を与えた場合に、全体結果から KREGのスコアが増
加してる。この結果は、理想的なテンプレートを用
いることで、形式的制約に沿ったテンプレートが生
成されやすくなることを示唆している。
業界ごとの多様性評価結果の分析 モデルの性
能が業界ごとに異なることが報告されている [17]
ため、各業界の 2 つの多様性への影響を検証す
る。図 2には、12の業界における pBLEURTおよび
pBLEUの結果を示す。pBLEUの結果に着目すると、
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表 1 全体の実験結果。太字は最高値を示す。 青 は文字数遵守率が 50％以下のモデルを示す。±の値は標準偏差を
示す。

自動評価 人手評価
AUG(↑) pBLEU (↓) pBLEURT (↑) REG (↑) KREG (↑) Lexicality (↑) Naturalness (↑) Rationality (↑)

Baseline 100.00 10.75(± 5.34) 15.48(± 7.36) 98.72 31.91 100.00 100.00 100.00

GPT-4o-mini 591.79 6.64(± 1.99) 11.07(± 4.47) 61.85 38.81 91.15 50.08 85.33
Gemini-2.0-Flash 789.96 5.32(± 1.26) 13.42(± 4.35) 59.14 10.57 90.18 69.03 83.94
CALM2-7B 1303.07 2.33(± 1.44) 8.86(± 4.23) 80.36 3.60 93.76 73.24 84.01
CALM3-22B 642.17 5.45(± 2.32) 9.4(± 4.05) 65.00 38.31 91.98 61.35 83.61
Llama-3-ELYZA-JP-8B 890.23 5.06(± 1.79) 13.88(± 5.04) 62.14 6.06 77.79 44.93 79.02
Llama-2-ELYZA-JP-7B 187.78 3.72(± 2.34) 6.66(± 3.43) 82.93 26.69 56.81 31.00 41.95
Llama-2-ELYZA-JP-13B 105.59 2.97(± 2.16) 9.81(± 5.66) 41.70 26.42 80.50 57.33 71.65

表 2 テンプレートの種類による 2 つの制約遵守率の
結果。左列および右列はそれぞれ理想的なテンプレー
トを使用した場合と使用しない場合の結果を示す。
Llama-2-ELYZA-JP-7Bについては、有効な生成結果がすべ
て理想的なテンプレートを使用していたため、理想的な
テンプレートを使用しない場合の結果を省いている。太
字は各指標における最良の値を示す。括弧内の値は、分
割前の結果からの差分を表す。

REG (↑) KREG (↑)

GPT-4o-mini 86.13(+24.28) 48.26(-13.59) 88.19(+49.38) 8.84(-29.97)

Gemini-2.0-Flash 63.51(+4.37) 56.94(-2.2) 16.90(+6.83) 5.19(-5.38)

CALM2-7B 82.18(+1.82) 79.45(-0.91) 8.40(+4.80) 1.18(-2.42)

CALM3-22B 88.88(+23.88) 48.41(-16.59) 74.93(+36.62) 10.16(-28.15)

Llama-3-ELYZA-JP-8B 74.55(+12.41) 57.40(-4.74) 14.29(+8.23) 1.22(-4.84)

Llama-2-ELYZA-JP-7B 82.93(+0.0) – 26.69(+0.0) –
Llama-2-ELYZA-JP-13B 52.72(+11.02) 36.33(-5.37) 51.06(+24.64) 3.75(-22.67)

pBLEU pBLEURT

GPT-4o-mini Gemini-2.0-Flash CALM2-7B CALM3-22B Llama-3-ELYZA-JP-8B Llama-2-ELYZA-JP-7B Llama-2-ELYZA-JP-13B Baseline
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図 2 業界ごとの多様性評価の結果

すべてのモデルにおいてベースラインと比較してス
コアが低下しており、業界間のばらつきも小さいこ
とから、全ての業界において表層的多様性が向上し
ている。一方で、pBLEURTの結果では、元の広告
見出しでのスコアが高い業界では、各モデルのスコ
アも相対的に高くなっている。この結果は、広告見
出しの内容が類似している業界においては、生成さ
れる広告見出し間の内容の類似性が高くなることを
示唆している。

表 3 自動評価と人手評価間のピアソン (r)とスピアマン
(𝜌)による相関の結果

Lexicality Naturalness Rationality
r 𝜌 r 𝜌 r 𝜌

pBLEU 0.06 0.06 0.00 0.00 0.10 0.10
pBLEURT -0.13 -0.13 -0.08 -0.08 -0.04 -0.04
REG 0.04 0.04 0.07 0.07 0.20 0.20
KREG 0.09 0.09 0.06 0.06 0.11 0.11

人手評価と自動評価の相関による分析 自動
評価と人手評価の相関を算出し、自動評価指標
の有効性を検証する。表 3 には、Pearson(r) および
Spearman(𝜌) による各指標間の相関の結果を示す。
その結果、多くの指標の組み合わせにおいて、自動
評価と人手評価の間に明確な相関は確認されなかっ
た。一方で、REGと Rationalityの間には弱い相関が
見られた。この結果は、文字数制限を遵守すること
で、テンプレートとしての妥当性が向上することを
示唆している。

7 まとめ
本研究では、広告作成の自動化支援のために広告
配信における制約を満たした多様な広告テンプレー
トの拡張を行うフレームワーク AdTExを提案した。
実験結果は、AdTExは内容の整合性や類似性、広告
配信に向けた形式の遵守について改善が必要でする
一方、文字数制限を遵守し、表層的多様性を向上さ
せた上での拡張が可能であることを示した。分析結
果から、自動評価と人手評価との相関が弱いことが
示された一方で、形式的制約を満たしたテンプレー
トを利用することによる形式的な制約の改善や内容
の類似した業界においては、内容の類似性を維持す
ることが示唆された。
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A 分類データセットの詳細
表 4 ファインチューニングにおけるハイパーパラメー
タ設定。

Hyperparameter Value
Batch Size 128
Learning Rate 2 × 10−5

Max Epochs 5
Weight Decay 0.01
Early Stopping Patience 3
Random Seed 0

本研究では，IAB カテゴリ分類データセット
を用いてファインチューニングした事前学習済
み日本語 BERT モデルを用いて、広告見出しの
分類を行う。事前学習済み日本語 BERT モデル
（tohoku-nlp/bert-base-japanese-v3)6）のファイン
チューニングには、871,909 記事とそれぞれの記
事に対する IAB ラベルが割り当てられている
shishir-dwi/News-Article-Categorization_IAB7）

を利用した。データセットは、訓練・検証・テスト
の各セットに対して 8:1:1の比率で分割した。モデ
ルの学習には、表 4に示したハイパーパラメータを
用いた。過学習を防止するため、検証損失を監視し
て最適な停止点を決定する early stoppingを採用し、
patienceは 3エポックに設定した。

B プロンプトの詳細
図 3に示すようなプロンプトを構築し、5つの具

体的な広告見出しから共通する構造を抽出するよう
モデルに指示した。

C LLM の詳細
本研究では、Llama-3 [26] を基盤とする Llama-

3-ELYZA-JP-8B [20]、Llama-2-ELYZA-JP-7B および
13B [21, 22]、ならびに日本語コーパスを用いスク
ラッチで学習された CALM3-22B [23] と CALM2-
7B8）を使用した。商用モデルとしては、Gemini-2.0-
Flash [24]およびGPT-4o-mini [25]を用いた。表 5は、
各 LLM のソース情報を示している。オープンな
LLMの推論には、A6000、6000、および 3090 GPUを
使用した。また、商用モデルであるGemini-2.0-Flash

6） https://huggingface.co/tohoku-nlp/

bert-base-japanese-v3

7） https://huggingface.co/datasets/shishir-dwi/

News-Article-Categorization_IAB

8） https://huggingface.co/cyberagent/calm2-7b

複数の具体的な広告文をもとに、共通構造を抽出した
広告文テンプレートをいくつか作成してください。
テンプレートは以下の条件を厳守してください。
-テンプレートは広告文の構造のみを表し、実際の社
名・サービス名・地名など具体的情報は含めないこ
と。
-置換できない固定部分は合計 10文字以内とするこ
と。
-置換可能な部分には必ず{}を使用し、{}内に例とし
て入る単語を 1つ記載してください。
-説明文や補足は一切記載せず、テンプレート本文の
み返すこと。
-広告文が複数例与えられる場合、最も汎用性の高い
共通の構造を 1つにまとめてテンプレート化するこ
と。
【出力形式
期待する出力形式を参考にして、テンプレート文の
み返してください。

広告見出しの例
子育て中の保護者の方へ【フルタイム求人】
【協同互助】妊婦の方へ
【求職中の方へ】
床ワックスがけをご検討中の方へ
働く保護者に適した求人
期待される出力形式
{keyword:技術サポート}をお探しの方へ

図 3 テンプレート拡張に用いたプロンプト。
LLMs HuggingFace ID / API名称
Gemini-2.0-Flash Gemini/gemini-2.0-flash
GPT-4o-mini OpenAI/gpt-4o-mini-2024-07-18
CALM3-22B cyberagent/calm3-22b-chat
CALM2-7B cyberagent/calm2-7b-chat
Llama-3-ELYZA-JP-8B elyza/Llama-3-ELYZA-JP-8B
Llama-2-ELYZA-JP-7B elyza/ELYZA-japanese-Llama-2-7b-instruct
Llama-2-ELYZA-JP-13B elyza/ELYZA-japanese-Llama-2-13b-instruct

表 5 実験に使用した LLMの詳細．

および GPT-4o-miniについては、可能な限り決定論
的な出力を得るために temperature を 0 に設定した
[27]。その他のオープンな LLM についても、固定
のシード値を用い greedy decodingにより出力を生成
した。
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